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V01a ファイバー瞳スライサーの開発
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　望遠鏡の焦点面で分光器のスリットからあふれる星像をスライスし、光学的に折り返して分光器に導く、い
わゆるイメージスライサーとしては、基本的にはボーウェン型のものとリチャードソン型のものが知られている。
光導波路を用いたボーウェン型イメージスライサーについては、周藤・高見が最近試作に成功している。
　本講演では点光源からの光をマイクロレンズアレーと光ファイバーを組み合わせて、像面ではなく瞳面で分
割する、ファイバー瞳スライサーの試作について報告する。従来のイメージスライサーより応用範囲が広く、す
ばる望遠鏡観測装置への応用として以下の二例を検討中である。
　１）０．４秒角のスリット幅の場合に分解能１０万となるように設計されているＨＤＳのスリット前光学系
として本スライサーを用いると、０．８秒角のダイアフラムで導いた星の光を０．２７秒角幅のスリットに光量
損失なく導入できるため、分解能を１５万にすることができる。ＨＤＳの高効率化と高分散化が達成できる。
　２）すばる望遠鏡の第二期観測装置の一つとして、検討されている主焦点多天体ファイバー分光器（ＦＭＯ
Ｓ）のファイバー駆動装置により、１０－ ２０本程度の本ファイバーをＨＤＳに導くことにより、分解能１万か
ら３万程度の分光観測機能が必要な銀河動力学や化学組成解析を同時に１０天体について、効率良く行える分光
モードが実現できる。
　これらのモードの具体観測目的の例、試作中の瞳分割スライサーの原理と性能について報告する。


